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01 BIMの動向 P22~
P43■ 建築生産プロセスでのBIMの広がりを概観

それぞれの立場でのBIMの活用目的、期待や課題を共有
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01 BIMの動向
１．設計BIMの動向

「可視化」による早期の合意形成

設計（意匠・構造・設備）の整合性

設計の可能性拡大

情報の集約と活用

P22

■設計BIMの目的

設計業務の効率化・設計品質の向上
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01 BIMの動向
１．設計BIMの動向

P22~
P29
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01 BIMの動向
１．設計BIMの動向

P22~
P26

■設計BIMの実施内容（P22~26）

✓部門（意匠、構造、設備） →P24
✓設計フェーズ →P26
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01 BIMの動向
１．設計BIMの動向

P22~
P28

■設計業務とBIM(P27）

✓設計業務＝業務委託契約
✓BIMの成果物の取り扱い

■図面とBIMモデルの整合性(P27)

✓BIMモデルを正とした業務フローの確立
✓BIMモデルからアウトプットを作成する流れ

第４章 活用目的別モデルケース



6【出典】日建連HP，建築> 施工BIM（BIM 部会)> 施工BIM のすすめ,
「施工BIM 導入・展開に関するアンケート」結果報告

⚫ 日建連会員会社
（建築系）の3/4が
施工BIMに取組む

⚫ 2年で16ポイント増加

01 BIMの動向

■ 建築生産プロセスでのBIMの広がりを概観

P30

■日建連会員会社における施工BIMの展開
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01 BIMの動向
2．施工BIMの動向

P30

■施工BIMの評価
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01 BIMの動向
１．施工BIMの動向

P31

■「見える化」からマネジメントへ

✓ 3Dから４D（＋工程）、５D（＋コスト）

✓ 第4章－04（P208）にて、例示
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01 BIMの動向
１．施工BIMの動向

P31

■専門工事会社とのデータ連携の多様化

✓ 第3章 製作図BIM（P175）、第4章－08（P217）にて、
プロセスを例示

✓ 形状や座標をCSV形式で連携
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01 BIMの動向
１．施工BIMの動向

P31

■ITツール、デバイスとの連携

✓進捗管理アプリとの連携
→3章2.施工計画BIM(P160)

✓3Dレーザースキャナー
→3章 7.周辺技術との連携（P190）

✓xR(VR/AR/MR）技術
→3章 7.周辺技術との連携(P192)
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01 BIMの動向 P34~
P35■ 建築生産プロセスでのBIMの広がりを概観



12【図】国土交通省,第1回建築BIM推進会議（令和元年6月13日開催）資料より引用

■国交省 建築BIM推進会議（2019~)

01 BIMの動向

■ 建築生産プロセスでのBIMの広がりを概観

P35
P42
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01 BIMの動向 P36~
P39■ 建築生産プロセスでのBIMの広がりを概観

施工BIMによる生産性向上
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01 BIMの動向
5.BIMがもたらす生産性向上

P37

■フロントローディングとＢＩＭ
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01 BIMの動向
5.BIMがもたらす生産性向上

P37

■フロントローディングとＢＩＭ

2章
8.施工BIMの作業工程（P88～）
9施工BIMモデルのデータ連携（P92～）
4章
8.～13 BIMモデル合意のモデルケース（P216～）
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P27
P36

■設計BIMと施工BIMの連携

✓ 設計段階と施工段階では、BIMモデルを活用する目的が異なる

✓ モデルの詳細度や作成方法に違い

✓ 発注形態による違い

設計図書と設計BIM モデルの乖離がないこと
設計段階の正しい情報を設計BIM モデルで施工者に説明すること

設計段階から施工段階へとBIMモデルをどのように
引き継ぐのか

01 BIMの動向
5.BIMがもたらす生産性向上
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01 BIMの動向
6.発注形態と施工BIMの関連

P38~
P39

■発注形態と施工BIM

⚫ 設計施工一貫方式
✓部分的にでも設計段階から取り組む
✓設計と施工で共通で使えるライブラリの整備

⚫ 設計施工分離方式
✓施工図BIM作成期間の
確保
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01 BIMの動向
6.発注形態と施工BIMの関連

P38~
P39

第2章 9.施工BIMモデルのデータ連携（P92～）
第3章 01 事前準備（P136）
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